
報告第１号 

 

 

火打山麓振興株式会社の経営状況について 

 

 

 火打山麓振興株式会社の第28期事業報告、決算報告及び監査報告並びに第29期事

業計画及び収支計画について、地方自治法（昭和22年法律第67号）第2 4 3条の３第

２項の規定により次のとおり報告する。 
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第 ２８ 期 事 業 報 告 

 

 

 

 

１  損益の状況 

第２ ８ 期の目標利益は ３,５００千円でし たが、 損益状況の結果は税引前純利益で約 ３０８千円

と なり ま し た。  

以下、 部門ごと に内容を説明し ま す。  

 

 

２  シャ ルマン 火打ス キー場の営業状況 

（ １ ）  降雪と 営業の状況 

   当期は、昨年１ ２ 月１ ４ 日に株主総会と 安全祈願祭を挙行し 、１ ２ 月２ ０ 日に営業開始を

予定し ており ま し た。  

   幸い、オープン１ 週間程前から 降雪があり 、オープン当日は山頂で ２４０㎝の積雪と なり 、

予定ど おり のオープンと なり ま し た。 ただ、 他のス キー場も 十分な積雪があっ たため、 来場

者が分散さ れたせいか、 １ ２ 月の入込者数は前年よ り 減少し ま し た。  

１ 月は、昨年能登半島地震があり ま し たので、単純比較はでき ま せんが、入込者数は１９％

の伸びであり ま し た。 ま た、 昨年から 設置し たス キーこ ども の日（ １ 月の第３ 土日） は、 ２

年目と いう こ と も あり 利用者数が増加し ま し た。  

   ２ 月は警報級の大雪に見舞われ、 山頂では ６９０㎝の積雪を 記録し ま し た。 ド カ雪で一部

リ フ ト の運行にも 支障が生じ たも のの、 新雪を求めて来場者が増加し ま し た。  

３ 月は下旬に上越市で真夏日を観測する など 暖かい日が影響し たせいか、来場者数にも 影

響を 及ぼし ま し た。 ４ 月は、 下旬から ５ 月の連休にかけ天候が安定し たこ と も あり 、 多く の

来場者で賑わいま し た。  

今年は、近年ま れにみる 豪雪のため積雪の心配は全く なかったも のの、むし ろ降り すぎた

感のある シーズンであり ま し た。  

   以上のこ と から 、当期のス キー場の収益状況は前年よ り 大幅な増加と なり 、実質的な収支

は ４,５５３千円の増と なり ま し た。  

 

（ ２ ）  営業方針の取組み状況 

①  安全の確保 

安全確保を最重要課題と 捉え、索道重大事故ゼロ をス ロ ーガンに年間を通し て計画的な

点検・ 整備を進めてき ま し た。 ま た、 過去の遭難事故を教訓に、 エリ ア外滑走によ る 遭難

事故ゼロ を目標に、パト ロ ール隊員の確保育成と 来場者への注意喚起に努め、重大事故ゼ

ロ でシーズンを終える こ と ができ ま し た。  

なお、パト ロ ール隊や圧雪車・ 除雪車のオペレ ータ ー等の専門技術を持った人材の確保

が厳し く なっており 、 今後の大き な課題と なっており ま す。  
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②  誘客に向けた営業活動 

「 パウ ダース ノ ーのス キー場」 と し ての周知やＰ Ｒ など 誘客に向けて金沢市から 富山方 

   面、 上越・ 柏崎市、 そし て関西方面で広く 営業活動を 行いま し た。  

当期は昨年に続き 、 ３ 月に富山県・ 石川県を中心に春ス キーの営業活動を行なったと こ

ろ、 ４ 月の中旬以降多く の来場者で賑わいま し た。 ４ 月に入っても 十分な積雪があったの

も 功を 奏し たも のと 思われま す。  

 

③ 「 ス キーこ ど も の日」 の設置 

    昨シーズンに続き 今シーズンも １ 月の第３ 土・ 日曜日に「 ス キーこ ど も の日」 を設け、 

   将来の来場者増に繋がる こ ど も 達にス キーを 楽し んでも ら いま し た。  

    ２ 年目と いう こ と も あり 、 対前年比で２６％の増であり ま し た。  

 

④ 障がい者ス キーへの取組み 

 障がい者と 健常者のス キーを通し た交流を 標榜し た「 アイ ス ティ ーカッ プ」 は、 ４ 月 

５ ・ ６ 日当ス キー場で開催さ れ、 競技のほか２ 日目には参加者で餅つき 大会を 行う など 、 

毎回好評を得ていま す。  

 同イ ベント は、 平成 21 年から 当ス キー場で開催さ れており 、 今後も 障がい者ス キーへ 

の取り 組みを支援し ていき たいと 考えていま す。  

 

 

３  グリ ーンメ ッ セ能生（ ゴルフ 場）・ 大平やすら ぎ館（ 温泉） の営業状況 

（ １ ） 営業の状況 

今年は、豪雪だったため３ 月に入っても 島道ルート が雪崩の危険性がある と のこ と で通行

止めと なり 、 オープンに向けた準備に支障が生じ る こ と と なり ま し た。 その結果、 プレ オー

プンができ ず、 ４ 月２ ６ 日いき なり グラ ンド オープンと なり ま し た。  

   ４ 月は、営業日数が５ 日間し かなかったため、例年に比べ大幅な利用者数の減と なり ま し

た。 ５ 月に入り 、 ある 程度利用者数が回復し たも のの、 天候不順等も あり 前年を上回る こ と

はあり ま せんでし た。  

６ 月は、 初旬に梅雨入り し 雨天の日が多かったこ と や後半は３０℃を超える 真夏日が多か

ったこ と など 天候不順も 相ま って、 利用者の増加には繋がり ま せんでし た。 ７ 月８ 月は、 猛

暑によ る 熱中症警戒アラ ート の発表が連日続いていたも のの、コ ンペの開催やお盆前後の入

込が良かったこ と も あり 利用者増に繋がり ま し た。  

９ 月は、 猛暑と 豪雨で予約が入る も ののキャ ンセルが多かっ たこ と 、 ま た、 地域主催のコ

ンペが参加者不足で中止になる など 利用者の減少に繋がり ま し た。  

   以上のこ と から 、 当期ゴルフ 場の収益状況は前年よ り 減と なり 、 実質的収支は ４,２４５千

円の減と なり ま し た。  

 

（ ２ ） 営業方針の取組み状況 

  ① ゴルフ 場と し ての品質向上 

    初めて訪れる ゴルフ ァ ーから 「 グリ ーンが綺麗ですね。」 と お褒めの言葉を頂戴する な
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ど 、一定の評価をいただいている と こ ろであり ま すが、今夏の猛暑によ る 高温と 少雨によ

り 乾燥被害が発生し 、 芝が大き なダメ ージを受けま し た。 対策と し て、 土壌改良資材の投

入や芝草種子の散布を増加し 回復を図っていま す。  

 

② 誘客に向けた営業活動 

    誘客を目指し て、 ３ 月と ８ 月に上越市・ 柏崎方面、 富山県、 長野県へ営業活動を行いま

し た。 ま た、 利用者確保の観点から 、 利用プラ ンの見直し 等を行いま し た。  

 

③ ４ 人乗り カート の整備 

    今期は３ 台増加し 計１ ６ 台と なり ま し た。４ 人乗り カート が増えたこ と で、カート の保

管場所に新たな課題が生じ てき ま し た。  

 

④ 配管の漏水対策 

施設の老朽化に伴い、 ２ ・ ３ ・ ７ 番ホールの散水栓に新たな漏水が発生し ま し たが、 対

策工事を行う こ と で漏水を止める こ と ができ ま し た。 今後も 監視をし ながら 、 引き 続き 対

策に努めてま いり ま す。  

 

 

４  健全な経営の確保 

  当期のス キー場は、豪雪の影響で豊富な積雪量に恵ま れ、シーズンを通し て利用者数を確保

する こ と ができ 、 収益に繋げる こ と ができ ま し た。  

  一方ゴルフ 場は、年々猛暑日が多く なる など天候不順の対応策と し て、新たに７ 月から ３ か

月間早朝プレ ーを 取り 入れま し たが、 思う よ う な利用者の増加に繋がり ま せんでし た。  

  その結果、 経常利益では僅かではあり ま すが、 前期を上回る こ と と なり 、 内部留保の確保と

と も に、 一年を通し て借入金がない状況であり ま し た。  

今後も 健全な経営に努めて参り ま す。  
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５  会社の株式に関する 事項 

 

（ １ ） 発行済株数    １,０００株 

（ ２ ） 株主数            ５ ８ 名 

（ ３ ） 大株主 

株 主 名 持 株 数 

糸魚川市 ５ ０ ０ 株 

 

 

６  会社の概要に関する 事項 

（ １ ） 取締役及び監査役の氏名等 

氏  名 地位及び担当 他の法人等の代表状況 

木 下 耕 造 代表取締役社長  

  井 川 賢 一 代表取締役 糸魚川市 副市長 

  中 村 康 司 取締役 能生運輸株式会社 代表取締役社長 

  鈴 木 秀 城 取締役 株式会社笠原建設 代表取締役社長 

高 鳥 健 一 取締役 高鳥歯科医院 院長 

大 貫 慶 一 取締役 能生商工会 会長 

齋 藤   浩 取締役 有限会社対岳荘  代表取締役社長 

渡 邉   武 監査役 糸魚川信用組合 営業推進室長 

村 井   康 監査役 能生地区公民館長 

 

 

（ ２ ） 取締役及び監査役の報酬等の額 

       取締役 ７ 名   ４４１万円 

       監査役 ２ 名     ６万円 

 

（ ３ ） 設備投資の状況 

   有形固定資産 

資産の名称 取得年月日 数 量 取得価格 部 門 

券売システム用パソコン 
令和 ７ 年 

８月３１日 １ 台 ２０２,０００円 ス キー場 

     

合  計  １ 台 ２０２,０００円  
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（ ４ ） 財産及び損益の状況の推移                    （ 単位： 千円）  

区  分 
令和 ３年 9 月期 

第２４期 

令和 ４年 9 月期 

第２５期 

令和 ５年 9 月期 

第２６期 

令和 ６年 9 月期 

第２７期 

令和 ７年 9 月期 

第２８期 

売 上 高 １５４,２８０ １６０,２９３ １６３,３３４ １６８,８７１ １８５，５９６ 

当期純利益 ２,４３１ ２,１９５ ４,４７８ △５１５ ４８ 

一株当たり の 
当期純利益 

２,４３１円 ２,１９５円 ４,４７８円 △５１５円 ４８円 

純 資 産 ７２,４７９ ７４,６７４ ７９,１５２ ７８,６３７ ７８,６８５ 

 

（ ５ ） 主要な事業の内、 事業の内容 

事  業 主要なサービス ・ 商品 

ス キー場事業及び関連事業 索道収入・ 用品貸出・ 大会 

ゴルフ 場・ 浴場事業 ゴルフ 場・ 用品貸出・ 大会・ 浴場施設の提供 

売店事業 ス キー関連用品・ ゴルフ関連用品・ 菓子類 

食堂部門 麺類・ ご飯類・ 飲食類 

 

（ ６ ） 主要な営業所 

名   称 所 在 地 

シャ ルマン火打ス キー場 糸魚川市大字西飛山 １８２１ 

大平やすら ぎ館／グリ ーンメ ッ セ能生 糸魚川市大字島道 １３０２－２ 

 

（ ７ ） 従業員の状況 

期末従業員数 在籍人数（人） 平均年齢（歳） 対前期末増減数 

     男 １３ ５７.４ △１ 

     女      ６ ６１.５           増減なし 

合  計 １９ ５８.６ △１ 
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第 期2 8

決　算　報　告　書

令 和  6 年 1 0 月  1 日 か ら

令 和  7 年  9 月 3 0 日 ま で

 火 打 山 麓 振 興 株 式 会 社  

(法人番号:2110001021783)
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貸 借 対 照 表
商号 火打山麓振興株式会社 代表者 木下　耕造

令和 7年 9月30日現在
(単位：円)

科 目 金 額 科 目 金 額

（ 負 債 の 部 ）（ 資 産 の 部 ）
96,540,341 21,511,350Ⅰ ( () )Ⅰ流 動 資 産 流 動 負 債
85,454,579 95,900現 金 及 び 預 金 買 掛 金
4,299,345 5,026,330棚 卸 資 産 未 払 金

748,927 5,712,073前 払 費 用 未 払 費 用
2,133,168 249,831未 収 入 金 未 払 法 人 税 等
3,904,322 3,027,600立 替 金 未 払 消 費 税 等

371,416預 り 金
4,501,500前 受 収 益

164,700仮 受 金
2,362,000賞 与 引 当 金

8,533,852 4,878,060Ⅱ ( () )Ⅱ固 定 資 産 固 定 負 債
7,686,375 924,000( )有 形 固 定 資 産 長 期 割 賦 金

50,250,746 3,954,060建 物 長 期 未 払 金
9,180,913車 両 運 搬 具
3,964,685工 具 、 器 具 及 び 備 品
3,594,600リ ー ス 資 産

59,304,569△減 価 償 却 累 計 額

16,667( )無 形 固 定 資 産
16,667ソ フ ト ウ ェ ア

26,389,410負 債 の 部 合 計
（ 純 資 産 の 部 ）

78,684,783( )Ⅰ 株 主 資 本
50,000,000 1. 資 本 金

830,810 0( () ) 2.投 資 そ の 他 の 資 産 資 本 剰 余 金
601,000出 資 金
91,430敷 金
138,380長 期 前 払 費 用

28,684,783( ) 3. 利 益 剰 余 金
100,000 (1)利 益 準 備 金

28,584,783( ) (2)そ の 他 利 益 剰 余 金
28,584,783繰 越 利 益 剰 余 金

0( )Ⅱ 評 価 ・ 換 算 差 額 等

0Ⅲ ( )繰 延 資 産
0( )Ⅲ 新 株 予 約 権

78,684,783純 資 産 の 部 合 計

105,074,193 105,074,193資 産 の 部 合 計 負 債 ・ 純 資 産 の 部 合 計
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商号 火打山麓振興株式会社

令和 6年10月 1日から
令和 7年 9月30日まで

損 益 計 算 書

(単位：円)
金 額科 目

売 上 高Ⅰ
事 業 収 入 108,461,232
レ ス ト ラ ン 売 上 高 11,061,914
売 店 売 上 高 2,484,575
指 定 管 理 料 63,590,001 185,597,722
売 上 値 引 戻 り 高 1,273 185,596,449△

売 上 原 価Ⅱ
期 首 棚 卸 高 862,810
レ ス ト ラ ン 仕 入 高 4,372,944
売 店 仕 入 高 1,113,459
レ ン タ ル 仕 入 34,164 5,520,567
当 期 原 価 138,637,481
合 計 145,020,858
他 勘 定 振 替 高 71,416
期 末 棚 卸 高 451,905 144,497,537
売 上 総 利 益 41,098,912

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費Ⅲ
販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 42,484,954 42,484,954
営 業 損 失 1,386,042

営 業 外 収 益Ⅳ
受 取 利 息 59,166
受 取 配 当 金 5,455
雑 収 入 1,587,923 1,652,544

営 業 外 費 用Ⅴ
雑 損 失 14,590 14,590

経 常 利 益 251,912

特 別 利 益Ⅵ
引 当 金 戻 入 益 50,000
前 期 損 益 修 正 益 6,128 56,128

特 別 損 失Ⅶ
固 定 資 産 除 ・ 売 却 損 1 1

税 引 前 当 期 純 利 益 308,039
法 人 税 及 び 住 民 税 260,000 260,000
当 期 純 利 益 48,039

- 11 -



商号 火打山麓振興株式会社

令和 7年 9月30日まで
令和 6年10月 1日から

販売費及び一般管理費の計算内訳

(単位：円)
科 目 金 額

61,999販 売 員 旅 費

2,620,846広 告 宣 伝 費

510,567大 会 費

697,546販 売 促 進 費

1,779,466販 売 手 数 料

4,470,000役 員 報 酬

16,211,949従 業 員 給 与

2,229,390従 業 員 賞 与

3,509,227法 定 福 利 費

1,948,178福 利 厚 生 費

1,012,439減 価 償 却 費

65,366地 代 家 賃

544,242修 繕 費

246,497事 務 用 消 耗 品 費

613,235通 信 交 通 費

231,200租 税 公 課

392,871接 待 交 際 費

1,420,215保 険 料

145,309備 品 消 耗 品 費

2,552,827支 払 手 数 料

88,352会 議 費

72,885賃 借 ・ リ ー ス 料

407,968燃 料 費

652,380雑 費
42,484,954合 計

令和 7年 9月30日現在

棚 卸 資 産 の 計 算 内 訳

(単位：円)
科 目 金 額

451,905商 品

3,847,440貯 蔵 品

4,299,345合 計
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商号 火打山麓振興株式会社

原 価 報 告 書

令和 7年 9月30日まで
令和 6年10月 1日から

(単位：円)
科 目 金 額

Ⅰ材 料 費

0当 期 材 料 費

Ⅱ労 務 費
52,952,525賃 金

5,568,340賞 与

6,098,211法 定 福 利 費
2,060,319厚 生 費

66,679,395当 期 労 務 費

Ⅲ経 費
10,967,580受 託 業 務 等 外 注 費

6,129,025外 注 委 託 費

14,984,393電 力 費
926,920ガ ス 代

869,467減 価 償 却 費

7,212,412修 繕 費
197,620租 税 公 課

986,188賃 借 料

903,590保 険 料

7,704,884消 耗 品 費
139,928旅 費

14,728,802燃 料 費

322,053通 信 費
689,765接 待 交 際 費

3,120,957レ ン タ ル 手 数 料

2,074,502雑 費
71,958,086当 期 経 費

138,637,481当 期 総 費 用

0期 首 仕 掛 品 棚 卸 高
138,637,481合 計

0期 末 仕 掛 品 棚 卸 高

138,637,481当 期 原 価
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火打山麓振興株式会社商号
令和 6年10月 1日から

令和 7年 9月30日まで

個 別 注 記 表

Ⅰ．この計算書類は、「中小企業の会計に関する基本要領」によって作成しています。

Ⅱ．重要な会計方針に係る事項に関する注記

１．棚卸資産の評価基準及び評価方法

    最終仕入原価法による原価法を採用しております。

２．固定資産の減価償却方法

 (1)有形固定資産

    定率法又は旧定率法を採用しております。

    ただし、平成10年4月1日以後に取得した建物（附属設備を除く）については旧定額法、平成19年4月1日

    以後に取得した建物（附属設備を除く）については定額法、平成28年4月1日以後に取得した建物附属設

    備及び構築物については定額法を採用しております。

３．引当金の計上基準

 (1)賞与引当金

    従業員賞与の支給に備えるため、将来の支給見込額のうち当期負担額を計上しております。

４．消費税等の会計処理

    消費税等の会計処理は税抜方式を採用しております。

Ⅲ．株主資本等変動計算書に関する注記

１．発行済株式総数　　　　　　　 　　　　　　　　           1,000株

Ⅳ．一株当たり情報に関する注記

１．一株当たり純資産額は、78,684.78円であります。

２．一株当たり当期純利益は、48.03円であります。

                                                                                              以　上

- 15 -



     附 属 明 細 書     
商号　火打山麓振興株式会社　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業年度

（令和06年10月1日から　令和07年9月30日まで）

附　属　明　細　書　の　添　付　状　況

添付状況

添付(○) 省略( )

1
　固定資産（投資その他の資産については、長期前払費用に限る。）
　の取得及び処分並びに減価償却費の明細

○

2 　引当金の明細並びにその計上の理由及び額の算定方法 ○

NO. 附　属　明　細　書　の　種　類 備 考
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１．固定資産（投資その他の資産については、長期前払費用に限る。）の取得及び処分
　　並びに減価償却費の明細 （単位：円）

区
分

資産の種類
期　首

取得価額
当期増加額 当期減少額

期　末
取得価額

当期償却額
減価償却
累計額

差　引
帳簿価額

償却
累計率

建物 50,250,746 0 50,250,746 678,367 46,689,644 3,561,102 92.9%

車両運搬具 9,680,913 500,000 9,180,913 0 9,180,905 8 100.0%

工具・器具・備品 3,762,685 202,000 0 3,964,685 173,539 3,434,020 530,665 86.6%

リース資産 1,770,600 2,754,000 0 4,524,600 930,000 930,000 3,594,600 20.6%

計 65,464,944 2,956,000 500,000 67,920,944 1,781,906 60,234,569 7,686,375

区
分

資産の種類
期　首

取得価額
当期増加額 当期減少額 当期償却額

期　末
帳簿価額

ソフトウェア 116,667 0 0 100,000 16,667

計

計

投
資
そ
の
他
の
資
産

有
形
固
定
資
産

無
形
固
定
資
産
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２．引当金の明細並びにその計上の理由及び額の算定方法 （単位：円）

区　　　　　分 期首残高 当期増加額 当期減少額 期末残高

貸倒引当金 0 0 0 0

賞与引当金 2,412,000 2,362,000 2,412,000 2,362,000

・引当金の計上理由及び算定の方法は個別注記表に記載しています。
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第 ２９ 期 営 業 方 針  

 

 

 

 

 

１  全体の方針 

地域のス キー場と ゴルフ場を 運営する 企業と し て、安全をすべての土台と し て来場者・ 利用

者の皆様に楽し んでいただける こ と 、 ま た「 地域振興」「 地域の雇用」 の役割を担う こ と を 全

社の目標と し ま す。  

こ れら の使命を継続的に果たすには、適正な利益を確保し 、安定し た企業経営を 行う こ と が

必要です。 そのためには、 社員相互と お客様と のコ ミ ュ ニケーショ ンを高め、 お客様に満足し

ていただける サービス の提供を目標と し て、 努めて参り ま す。  

ま た、 若手社員の採用と 育成を図り 、 持続可能な会社を目指し てま いり ま す。  

当社の営業は、 気象等に影響を受けやすい体質であり ま すが、 更なる 需要の拡大に努め、  

３,５００千円の利益を目指し ま す。  

 

 

２  シャ ルマン火打ス キー場の営業方針 

（ １ ） 安全の確保 

索道重大事故や遭難事故ゼロ を目標に、 索道の通年をと おし た計画的な点検・ 整備を 進

める と と も に、 パト ロ ール隊員の確保育成に努めて参り ま す。  

 

（ ２ ） 誘客に向けた営業活動 

   「 パウ ダース ノ ーのス キー場」 と し ての周知やＰ Ｒ など、 誘客に向けた営業活動を鋭意進

めて参り ま す。  

   特にシーズン後半に来場者が多い、 富山県・ 石川県への営業活動に力を注いで参り ま す。 

 

（ ３ ）「 ス キーこ ど も の日」 の拡充 

   将来に向けたス キー人口の確保と 来場者数増の対策の一環と し て、「 ス キーこ ど も の日」

を拡充し 、 ス キー場の活性化を図り ま す。  

 

（ ４ ） 障がい者ス キーへの取組 

   毎年恒例の「 アイ ス ティ ーカッ プ」 を今シーズンも 開催する 予定であり 、「 障がい者に優

し いス キー場」 と し て取り 組んで参り ま す。  
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３  グリ ーン メ ッ セ能生・ 大平やすら ぎ館の営業方針 

（ １ ） ゴルフ 場と し ての品質向上 

   お客様に好かれる ゴルフ 場を目指し て、従業員と と も に品質向上に努めて参り ま す。施設

整備から ３ ０ 年近く 経過し 、老朽化が顕著と なっている ため、糸魚川市と 協議し て施設の修 

繕管理を計画的に進めて参り ま す。  

 

（ ２ ） 大平やすら ぎ館の衛生管理 

   多く の皆様に安心し て利用し ていただける よ う に、 入浴設備の清掃管理、 レ ス ト ラ ンの 

    衛生管理を引き 続き 行っ てま いり ます。  

 

（ ３ ） 誘客に向けた営業活動 

    誘客に向けて、県内外への営業活動を行う と と も に、地元糸魚川市内への営業活動も 行

ってま いり ま す。  

ま た、イ ベント やコ ンペ等については過去の参加者等へ個々に周知する など 対応を進め

て参り ま す。  

 

（ ４ ） カート 保管場所の整備 

   利用者の安全対策のう えから 進めていた、２ 人乗り から ４ 人乗り カート への入れ替えが一 

区切り し 、 現在４ 人乗り カート が１ ６ 台、 ２ 人乗り カート が３ 台になり ま し た。 ただ、 ４ 人 

乗り カート が増えたこ と で、カート の保管場所に新たな課題が生じ てき まし たので、今後も  

糸魚川市と 協議し て参り ま す。  

 

（ ５ ） 水道水源の確保と 配管の漏水対策 

   水道水源の不具合と 配管の老朽化によ る 漏水が大き な課題と なっている ため、糸魚川市と

と も に調査検討をし て参り ま す。  
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事業収入 58.4 108,461 58.4 -3,271 97.0105,1901

レストラン売上高 6.0 11,061 6.0 -333 97.010,7282

売店売上高 1.3 2,484 1.3 -74 97.02,4103

指定管理料 34.3 63,590 34.3 -1,917 97.061,6734

値引・戻り高 0.0 1 0.0 78.615(△)

純 売 上 高 100.0 185,596 100.0 -5,596 97.0180,0006

期 首 棚 卸 高 0.3 862 0.5 -410 52.44527

レストラン仕入高 2.5 4,372 2.4 189 104.34,5628 *

売店仕入高 0.6 1,113 0.6 48 104.41,1629 *

レンタル仕入 0.0 34 0.0 1 105.43610 *

商品仕入高４ 0.0 0.011

仕入値引 0.0 0.012(△)

0.0 0.013

0.0 0.014

仕 入 高 合 計 3.2 5,520 3.0 239 104.35,76015 *

外注委託費 3.0 6,129 3.3 -729 88.15,40016

消耗品費・燃料費 12.3 22,841 12.3 -755 96.722,08617

0.0 0.018

その他変動費 7.5 14,017 7.6 -463 96.713,55419

月 末 棚 卸 高 　 　 0.3 451 0.2 113 125.056520 *(△)

共 通 原 価 配 賦 21

変 動 費 合 計 25.9 48,919 26.4 -2,232 95.446,68722

限 界 利 益 74.1 136,677 73.6 -3,364 97.5133,31323

給与 40.9 73,634 39.7 18 100.073,65324 *

賞与 4.3 7,797 4.2 19 100.27,81725 *

福利厚生費等 6.1 13,615 7.3 -2,615 80.811,00026

人 件 費 計 51.4 95,048 51.2 -2,578 97.392,47027 *

（ 労 働 分 配 率 ） 69.5 % -0.1 %69.4 %28

販売促進費 2.9 5,608 3.0 -349 93.85,25929

事務管理諸費 2.1 3,917 2.1 -189 95.23,72830

接待交際費 0.6 1,170 0.6 -179 84.699131

旅費交通費 0.6 1,137 0.6 -143 87.499432

施設経費 11.3 23,123 12.5 -2,811 87.820,31233

その他固定費 1.2 2,726 1.5 -491 82.02,23534

営業外損益 -0.8 -1,637 -0.9 152-1,48535

他 の 固 定 費 計 17.8 36,046 19.4 -4,012 88.932,03436

部 門 固 定 費 計 69.2 131,095 70.6 -6,591 95.0124,50437

部 門 達 成 利 益 4.9 5,582 3.0 3,226 157.88,80938

減価償却費 1.1 1,881 1.0 18 101.01,90039 *

地代家賃 0.5 1,124 0.6 -256 77.286840

保険料 1.4 2,323 1.3 217 109.32,54141 *

設 備 費 計 2.9 5,330 2.9 -21 99.65,30942 *

部 門 貢 献 利 益 1.9 251 0.1 3,248 1389.43,50043

共 通 固 定 費 配 賦 44

部門貢献利益(配賦後) 1.9 251 0.1 3,248 1389.43,50045

棚 卸 高 増 減 　 　 46(△)

固 定 費 合 計 72.1 136,425 73.5 -6,612 95.2129,81347

経 常 利 益 1.9 251 0.1 3,248 1389.43,50048

項　　　目

税理士法人　山岸会計

固

定

費

高

上

売

変

動

費

 商 号：火打山麓振興株式会社
第29期(令和 7年10月 1日～令和 8年 9月30日)

  目 標 変 動 損 益 計 算 書 

 作成：R 7.11.13(11:53)
(単位：千円)

(A)

次期計画 構成比 当期実績

(B)

構成比 差　額

(A-B) (A/B)

対 比 注

　備　　考　

(注)純売上高の「対比」を超える科目に＊印を表示しています。
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